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従
来
、
水
産
商
品
の
配
給
経
路
ほ
、
疏
菜
、
果
実
、
卵
な
ど
と
と
も
に
生
鮮
食
料
品
と
し
て
総
括
し
て
論
及
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
数
多
の
小
規
模
分
散
的
な
生
産
者
の
存
在
、
従
っ
て
そ
の
生
産
物
を
消
費
者
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
極
わ
め
て
緻
密
な
蒐
集
機
構
を
必
要
と
す
る
商
品
、
と
い
う
点
で
似
た
よ
う
な
配
給
経
路
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
現
在
で
は
、
巨
大
資
本
漁
業
の
大
規
模
生
産
、
協
同
組
合
に
よ
る
漁
家
の
統
合
、
漁
場
の
沖
合
遠
洋
化
、
加
工
技
術
の
発
展
、
な
ど
の
諸
事
情
が
か
ら
み
合
っ
て
、
水
産
商
品
は
独
自
の
動
き
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
だ
か
ら
、
同
じ
生
鮮
食
料
品
と
い
今
、
こ
こ
に
水
産
商
品
の
配
給
経
路
を
特
に
問
題
に
す
る
所
以
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
示
さ
れ
た
方
向
が
、
社
会
的
配
給
機
構
の
発
展
と
如
何
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
か
を
分
析
し
て
見
た
い
。
な
お
、
実
際
的
配
給
経
路
の
調
査
の
た
め
に
は
、
従
来
の
各
種
実
態
調
査
資
料
及
び
報
告
、
論
文
、
各
府
県
水
産
課
報
告
文
書
な
ど
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
を
広
汎
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
（
柏
尾
）
っ
て
も
農
産
物
と
は
生
産
の
様
相
も
流
通
の
形
態
も
違
っ
て
来
て
い
る
。
ま
え
が
き
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
柏
尾
昌
哉
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鮮
食
傾
向
を
示
す
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
一
応
、
昭
和
八
年
頃
の
日
本
漁
業
は
、
戦
前
の
日
本
漁
業
が
到
達
す
こ、
¥＂冒
ぅ
普
通
に
水
産
商
品
と
い
う
場
合
は
、
魚
類
、
水
産
動
物
、
貝
類
、
水
産
植
物
及
び
そ
れ
ら
加
工
品
の
商
品
化
さ
れ
た
一
切
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
種
類
は
誠
に
多
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
水
産
商
品
で
も
、
種
類
が
多
様
で
あ
れ
ば
配
給
経
路
も
又
違
っ
て
来
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
事
実
、
魚
類
だ
け
を
と
っ
て
見
て
も
、
些
少
な
が
ら
い
ず
れ
も
配
給
経
路
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
些
少
な
差
違
を
度
外
視
す
れ
ば
、
三
つ
の
大
き
な
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
分
類
は
、
同
時
に
水
産
商
品
消
費
の
三
つ
の
用
途
別
分
類
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
つ
の
用
途
別
分
類
と
い
う
の
は
、
一
は
鮮
食
で
あ
り
、
二
は
加
工
食
品
原
料
で
あ
り
、
三
は
非
食
用
加
工
品
原
料
で
あ
る
。
（表
1
)
に
示
さ
れ
た
よ
鮮
食
と
は
生
鮮
水
産
商
品
そ
の
ま
ま
の
食
用
消
費
形
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
意
外
に
思
わ
れ
る
の
は
、
全
水
産
商
品
中
に
占
め
る
そ
れ
の
割
合
が
そ
れ
程
多
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
戦
前
の
日
本
漁
業
最
盛
期
と
い
わ
れ
る
昭
和
八
年
頃
に
お
い
て
も
、
全
漁
獲
量
の
二
0
彩
内
外
が
鮮
食
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
二
〇
彩
内
外
と
い
う
比
率
は
、
戦
前
の
日
本
水
産
商
品
の
る
こ
と
の
で
き
た
最
高
の
水
準
で
あ
り
、
こ
の
水
準
で
の
鮮
食
比
率
は
大
体
に
お
い
て
変
動
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
加
工
食
品
原
料
と
い
う
の
は
、
水
産
物
を
加
工
段
階
を
経
て
食
用
消
費
に
向
わ
し
め
る
部
分
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
乾
製
、
節
製
、
燻
製
、
塩
蔵
製
、
缶
詰
製
、
佃
煮
製
な
ど
／
＼
＇
そ
の
方
法
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
水
産
商
品
の
中
心
的
消
費
形
態
部
分
で
あ
る
。
中
で
も
、
缶
詰
商
品
の
生
成
発
展
は
、
こ
の
部
分
の
中
核
的
存
在
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
こ
の
缶
詰
商
品
を
中
心
と
し
た
加
工
食
品
原
料
部
分
は
、
昭
和
八
年
で
約
四
0
彩
、
以
後
も
大
し
て
変
動
す
る
こ
と
な
く
太
平
洋
戦
争
時
ま
で
続
い
て
い
る
。
H
水
産
商
品
の
三
つ
の
典
型
的
配
給
経
路
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
柏
尾
）
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水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
柏
尾
）
（表 1) 消費用途別水産商品推移 （単位 実数は 1万トソ）
分類
-;;--二|1933 （昭 8）| 1934 （昭 9） 1935 （昭10)
実数 1形実数 1 形 1実数 1 形
94 I 19 I 96 I 21 I 98 
203 I 41 I 196 I 43 I 205 
197 I 40 I 163 I 36 I 143 
494 I 100 I 455 I 100 I 446 
水産庁「農林水産統計」より作製
鮮食部分
加工食品原料部分
非食品加工品原料部分
計
22 
46 
32 
100 
非
食
用
加
工
品
原
料
と
い
う
の
は
、
肥
料
、
魚
油
皮
革
、
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど
の
原
料
と
し
て
供
せ
ら
れ
る
水
産
商
品
部
分
を
指
す
が
、
従
来
特
に
肥
料
部
分
の
比
重
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
戦
前
最
大
の
漁
獲
高
を
示
し
た
昭
和
八
年
に
お
い
て
、
全
漁
獲
高
の
四
0
％
を
占
め
た
非
食
用
加
工
品
原
さ
て
、
以
上
三
つ
の
水
産
商
品
消
費
区
分
で
若
干
目
に
付
く
点
を
拾
っ
て
見
よ
う
。
先
ず
、
鮮
食
及
び
加
工
食
品
原
料
部
分
は
、
率
は
と
も
か
く
消
費
実
数
は
毎
年
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
が
、
非
食
用
加
工
品
原
料
者
分
が
、
総
漁
獲
高
が
減
少
す
る
に
従
っ
て
減
少
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
漁
獲
高
の
多
い
と
き
は
、
余
分
な
部
分
が
肥
料
へ
廻
さ
れ
、
逆
に
少
な
い
と
き
は
、
肥
料
部
分
が
食
用
へ
廻
さ
れ
る
と
い
う
具
合
に
、
非
食
用
加
工
品
原
料
部
分
が
全
水
産
商
品
の
中
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
的
地
位
を
占
め
て
い
る
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
。
（表
1
)
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
得
る
け
れ
ど
も
、
価
格
換
算
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
比
率
は
か
な
り
変
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
産
商
品
を
大
別
し
た
場
合
、
比
較
的
優
秀
な
も
の
は
先
ず
食
用
に
さ
れ
、
劣
等
な
も
の
が
非
食
用
へ
廻
さ
れ
る
と
い
う
の
は
常
識
で
あ
る
。
更
に
、
食
用
に
供
さ
れ
る
も
の
の
中
で
も
一
層
優
秀
な
も
の
が
鮮
食
と
し
て
消
費
さ
れ
る
の
も
常
識
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ク
イ
、
ブ
リ
、
カ
ツ
オ
な
ど
の
よ
う
に
鮮
魚
の
ま
ま
消
費
者
へ
供
給
さ
れ
る
高
級
水
産
商
品
は
、
全
漁
獲
高
の
重
量
か
ら
見
る
と
誠
に
小
さ
な
比
率
し
か
占
め
て
い
な
い
が
、
魚
粉
や
魚
粕
な
ど
の
肥
料
へ
も
廻
さ
れ
る
イ
ワ
シ
次
に
、
水
産
商
品
消
費
用
途
別
に
見
て
、
単
に
重
量
の
点
で
は
、
料
部
分
の
過
半
を
占
め
る
六
割
ま
で
が
肥
料
に
な
っ
て
い
る
。
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き
な
い
し
、
加
わ
え
て
同
種
の
も
の
で
も
品
質
は
不
画
一
で
あ
る
。
•9 
ー
9
,
 
水
産
商
品
は
、
（表2) 種類別漁獲高比率
1935（昭10)
種 類 I ％ 
ィ ヮ シ 31形
二 シン ン' 11形
力 ツ オ 6% 
イ 力 6% 
ク コ 5彩
ク ラ 5 % 
ク イ 5 96 
カレイ・ヒラメ 5% 
ア ジ 5% 
マ グ ロ 5% 
サケ・マス 5% 
こ ビ‘ 5% 
サー ソ マ 4% 
フゞ リ 3彩
そ の 他 14% 
計 | 100% 
水産庁「農林水産統計」よ
り作製
一
般
的
に
い
っ
て
そ
の
生
産
し
て
、
一
―
―
つ
の
典
型
的
な
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
少
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
比
率
は
大
で
も
価
格
換
算
す
れ
ば
逆
に
比
率
が
縮
で
あ
ろ
う
し
、
非
食
用
加
工
品
原
料
部
分
は
重
量
価
格
換
算
す
れ
ば
も
っ
と
大
き
い
比
率
を
占
め
る
部
分
は
、
重
盤
か
ら
見
れ
ば
案
外
に
多
く
な
い
が
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
特
に
マ
イ
ワ
シ
）
や
ニ
シ
ン
な
ど
下
級
水
産
商
品
は
、
全
漁
獲
重
量
の
半
分
に
も
及
ん
で
い
る
（
表
2
)
。
と
こ
ろ
で
、
最
初
に
水
産
商
品
の
配
給
経
路
と
で
き
る
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費
用
途
の
区
分
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
―
―
―
つ
の
配
給
経
路
を
述
べ
よ
う
。
鮮
食
水
産
商
品
の
典
型
的
配
給
経
路
一
般
工
業
商
品
に
比
較
し
て
大
き
な
相
違
点
を
い
く
つ
か
も
っ
て
い
る
。
先
ず
、
水
産
商
品
の
生
産
自
体
よ
り
生
起
す
る
特
質
と
し
て
、
か
な
り
高
度
の
技
術
を
駆
使
し
て
も
、
は
自
然
条
件
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
そ
の
生
産
は
、
資
源
の
制
約
に
よ
っ
て
根
本
的
に
規
正
さ
れ
る
し
、
季
節
性
に
も
左
右
さ
れ
る
し
、
豊
凶
の
差
も
ま
4
に
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
自
然
物
で
あ
る
か
ら
、
種
類
選
択
も
充
分
行
う
こ
と
が
で
第
二
に
は
、
こ
の
よ
う
に
自
然
的
条
件
に
左
右
さ
れ
て
生
産
さ
れ
る
水
産
商
品
は
、
商
品
全
体
の
特
色
と
し
て
高
度
の
腐
敗
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
近
代
科
学
の
発
達
ほ
冷
蔵
冷
凍
能
力
を
質
最
と
も
に
次
第
に
向
上
さ
せ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
（
柏
尾
）
と
い
う
こ
と
は
、
鮮
食
四
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あ
る
。
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
柏
尾
）
こ
う
し
て
、
鮮
食
水
産
商
品
に
つ
い
て
は
、
中
で
も
、
鮮
食
水
産
商
品
の
場
合
は
、
加
工
操
作
が
な
い
か
ら
、
何
よ
り
も
迅
速
性
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鮮
食
水
産
商
品
に
と
っ
て
は
、
生
産
と
消
費
を
時
間
的
に
分
離
し
な
い
こ
と
が
、
合
理
的
配
給
の
唯
一
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
（図
A
)
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
比
較
的
筒
単
明
瞭
な
配
給
経
路
が
成
立
し
て
来
た
の
で
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
三
に
、
消
費
者
の
側
か
ら
見
る
と
、
水
産
商
品
に
対
す
る
需
要
は
極
わ
め
て
多
様
性
が
強
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
に
は
輸
送
の
困
難
性
も
徐
々
に
除
か
れ
て
来
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
よ
う
に
多
様
性
を
帯
び
た
消
費
者
需
要
に
応
ず
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
特
に
、
時
間
と
と
も
に
品
質
の
急
激
な
低
下
を
も
た
ら
す
水
産
商
品
に
と
っ
て
、
消
費
者
需
要
が
極
わ
め
て
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
配
給
操
作
を
困
難
に
し
て
い
る
。
そ
の
打
開
に
は
、
蒐
集
及
び
最
初
の
分
配
を
で
き
る
だ
け
早
急
に
行
最
後
の
特
徴
は
、
中
間
の
配
給
過
程
に
お
い
て
加
工
操
作
が
非
常
に
少
な
い
か
又
は
単
純
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
水
産
商
品
は
、
選
別
、
分
類
、
包
装
な
ど
の
簡
単
な
作
業
か
、
加
工
の
場
合
で
も
い
わ
ゆ
る
二
次
加
工
~
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
単
純
な
こ
の
よ
う
な
加
工
操
作
の
稀
少
単
純
性
は
、
配
給
経
路
を
か
な
り
明
瞭
化
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
以
上
述
べ
た
四
つ
の
特
質
に
最
も
妥
当
す
る
配
給
経
路
は
、
極
わ
め
て
迅
速
に
大
量
水
産
物
を
一
挙
に
さ
ば
く
単
純
明
瞭
加
工
過
程
を
経
過
す
る
だ
け
で
あ
る
。
う
の
が
唯
一
の
方
法
の
よ
う
で
あ
る
。
に
一
時
に
さ
ば
く
の
が
水
産
商
品
の
理
想
な
の
で
あ
る
。
五
一
般
的
貯
蔵
過
程
を
経
る
に
従
っ
て
品
質
低
下
す
る
の
が
水
産
商
品
の
一
大
特
徴
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
で
き
得
れ
ば
、
可
能
な
限
り
大
量
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（図A) 鮮食（水産商品）の典型的配給経路
漁家
中小漁業者
地方問屋 都市問屋 仲買人 小売商 消費者
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
柏
尾
）
（地方魚市場） （中央卸売市場）
さ
て
、
こ
の
漁
家
及
び
中
小
漁
業
で
漁
獲
さ
れ
た
鮮
魚
は
、
②
 
普
通
、
漁
港
に
お
け
る
魚
市
場
に
蒐
集
さ
れ
、
地
方
の
魚
問
屋
中
小
漁
業
及
び
漁
家
で
画
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（図
A
)
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
鮮
食
水
産
商
品
の
生
産
者
は
、
れ
る
水
産
物
が
、
鮮
食
消
費
の
対
象
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
に
沿
岸
及
び
沖
合
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
分
散
的
に
漁
獲
さ
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
ア
ジ
、
グ
チ
、
サ
バ
、
ブ
リ
な
ど
の
よ
う
業
及
び
漁
家
の
生
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ク
イ
、
す
る
と
、
鮮
食
消
費
に
向
う
大
部
分
の
水
産
商
品
は
、
中
小
漁
か
の
加
工
過
程
を
経
る
商
品
で
あ
り
、
鮮
食
消
費
で
は
な
い
。
サ
ケ
、
マ
ス
、
カ
ニ
な
ど
の
北
洋
水
産
商
品
は
、
す
べ
て
何
ら
程
に
お
け
る
収
奪
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
巨
大
資
本
の
及
び
漁
家
の
沿
岸
及
び
沖
合
漁
業
に
関
し
て
は
む
し
ろ
流
通
過
潤
の
多
い
北
洋
の
遠
洋
漁
業
を
中
心
と
し
て
お
り
、
中
小
漁
業
次
第
に
重
圧
を
加
わ
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
独
占
は
、
利
独
占
が
完
了
し
、
そ
の
圧
力
は
中
小
漁
業
及
び
一
般
漁
家
層
に
太
平
洋
戦
争
前
、
日
本
漁
業
に
お
い
て
は
既
に
巨
大
資
本
の
ー』
ノ‘
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二
次
加
工
品
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
水
産
物
は
、
て
も
差
支
え
な
い
と
思
う
。
又
、
魚
市
場
か
ら
大
量
に
鮮
食
水
産
商
品
を
買
入
れ
た
地
方
問
屋
は
、
都
市
問
屋
へ
こ
れ
を
急
送
す
る
。
七
こ
う
し
て
都
市
問
屋
ま
で
蒐
集
せ
ら
れ
た
鮮
食
水
産
商
品
は
、
急
速
に
こ
の
全
量
が
さ
ば
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
要
請
に
5
 
答
え
て
生
成
し
発
展
し
て
来
た
の
が
中
央
卸
売
市
湯
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
仲
介
人
を
経
て
小
売
商
人
に
分
配
さ
れ
る
と
い
う
形
態
が
支
即
ち
、
生
産
者
（
漁
家
及
び
中
小
漁
業
者
）
ー
↓
地
方
問
屋
l
都
市
問
屋
ー
↓
仲
買
人
l
小
売
商
ー
~
消
費
者
、
山
鮮
食
水
産
商
品
の
典
型
的
配
給
経
路
で
あ
っ
た
。
水
産
商
品
で
も
、
加
工
食
品
の
原
料
と
な
る
と
そ
の
種
類
も
範
囲
も
拡
大
し
て
来
る
。
事
実
、
漁
獲
物
の
半
分
近
く
は
加
工
食
品
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、
水
産
加
工
食
品
と
い
う
別
の
商
品
と
な
っ
て
消
費
者
の
手
に
渡
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
生
産
さ
れ
た
ま
4
の
水
産
物
の
配
給
経
路
は
、
厳
密
に
ほ
蒐
集
過
程
の
み
で
終
る
の
で
あ
る
が
、
全
く
同
原
料
か
ら
加
工
さ
れ
た
水
産
食
品
が
直
ち
に
継
続
し
て
分
配
過
程
に
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
配
給
経
路
を
問
題
に
す
る
場
合
、
継
続
し
て
統
括
的
に
観
察
し
時
間
の
経
過
に
と
も
な
う
価
値
低
下
も
鮮
食
用
の
も
の
ほ
ど
極
端
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
配
給
経
路
の
違
い
は
鮮
食
用
の
そ
れ
と
違
っ
て
加
工
過
程
が
介
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
産
商
品
の
加
工
は
、
す
べ
て
単
純
な
操
作
の
も
の
に
限
ら
れ
、
従
っ
て
又
設
備
も
小
規
模
で
こ
と
足
り
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
原
料
と
な
②
加
工
食
品
原
料
水
産
商
品
の
典
型
的
配
給
経
路
配
的
配
給
経
路
で
あ
る
と
い
え
る
。
に
入
札
又
は
セ
リ
売
さ
れ
る
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
鮮
食
用
の
も
の
よ
り
品
質
が
悪
く
量
が
多
い
。
だ
か
ら
、
と
い
う
の
が
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（図B) 加工食品原料（水産商品）の典型的配給経路
漁実
中小漁業者
I地方．問屋 地方
加工業者
I都市問屋 仲買人 小売商I消費者
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（地方魚＇市場） （中央卸売市場）
（
柏
尾
）
漁
業
）
は
、
漁
獲
高
か
ら
見
て
も
ま
だ
／
＼
沿
岸
及
び
沖
合
漁
に
君
臨
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
中
核
で
あ
る
遠
洋
漁
業
（
北
洋
巨
大
資
本
漁
業
は
既
に
日
本
漁
業
の
頂
点
に
立
っ
て
漁
業
界
上
げ
た
。
そ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。
て
、
原
料
生
産
者
と
し
て
は
、
漁
家
及
び
中
小
漁
業
者
を
と
り
こ
の
場
合
も
、
い
わ
ゆ
る
巨
大
資
本
の
漁
業
を
一
応
除
外
し
介
入
し
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
屋
と
都
市
問
屋
と
の
間
に
加
工
過
程
と
し
て
地
方
加
工
業
者
が
典
型
的
配
給
経
路
が
、
鮮
食
用
の
そ
れ
と
違
う
点
は
、
地
方
問
（図
B
)
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
加
工
食
品
原
料
水
産
商
品
の
典
型
的
な
地
方
工
場
な
の
で
あ
る
。
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
水
産
物
加
工
工
場
は
だ
か
ら
、
加
工
過
程
の
ほ
と
ん
ど
は
地
方
問
屋
近
傍
に
散
在
な
く
な
い
。
水
産
物
の
輸
送
は
手
数
が
か
4
り
、
途
中
損
粍
の
度
合
い
も
少
早
く
加
工
過
程
へ
投
入
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
加
わ
え
て
、
る
水
産
物
は
強
い
腐
敗
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け
八
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業
の
一
割
そ
こ
／
＼
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
更
に
は
、
彼
ら
の
漁
獲
物
は
す
べ
て
缶
詰
を
中
心
と
す
る
加
工
過
程
に
投
入
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
加
工
水
産
商
品
は
、
八
割
ま
で
が
ョ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
貿
易
ル
ー
ト
に
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ま
固
で
あ
る
。
社
会
的
な
配
給
経
路
を
問
題
と
す
る
場
合
、
巨
大
資
本
漁
業
の
こ
の
貿
易
商
品
は
、
配
給
活
動
と
し
て
は
問
題
と
な
る
が
、⑥
 
事
実
、
昭
和
八
年
頃
の
戦
前
最
盛
期
に
お
い
て
さ
え
、
輸
出
に
廻
さ
れ
る
加
工
水
産
商
品
は
全
体
の
一
割
前
後
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
m
 
そ
の
輸
出
加
工
水
産
商
品
の
七
割
ま
で
が
巨
大
資
本
の
缶
詰
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
国
内
消
費
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
大
量
加
工
水
産
商
品
は
、
全
く
漁
家
及
び
中
小
漁
業
の
漁
獲
す
る
水
産
物
を
原
料
と
し
て
い
る
と
考
え
て
支
障
な
い
。
こ
う
し
て
、
漁
家
及
び
中
小
漁
業
者
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
加
工
原
料
水
産
物
は
、
地
方
魚
市
場
を
経
て
地
方
問
屋
に
移
さ
れ
、
次
さ
て
、
加
工
水
産
商
品
と
し
て
衣
替
え
し
た
こ
れ
ら
水
産
物
が
、
都
市
問
屋
、
仲
介
人
、
小
売
商
を
経
て
消
費
者
に
至
る
分
配
経
路
は
鮮
食
の
場
合
と
相
違
点
は
な
い
。
た
ゞ
、
こ
の
分
配
過
程
は
鮮
食
商
品
と
違
っ
て
加
工
さ
れ
て
腐
敗
性
を
弱
め
ら
れ
た
商
品
で
あ
る
か
ら
、
都
市
問
屋
や
中
央
卸
売
市
場
を
経
過
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
主
流
と
は
い
え
ず
、
加
工
水
産
商
品
の
ほ
と
ん
⑧
 
ど
を
占
め
る
塩
乾
魚
を
は
じ
め
大
部
分
の
も
の
は
、
依
然
、
中
央
卸
売
市
場
中
心
に
流
通
し
て
い
る
。
即
ち
、
生
産
者
ー
~
地
方
問
屋
↓
地
方
加
工
業
者
↓
都
市
問
屋
↓
仲
買
人
↓
小
売
商
↓
消
費
者
、
と
い
う
加
工
水
産
商
品
の
典
型
的
流
通
経
路
が
造
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。
加
工
水
産
商
品
の
中
核
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
け
る
加
工
は
、
漁
港
に
お
け
る
冷
凍
冷
蔵
施
設
の
普
及
に
よ
り
、
又
、
九
一
般
的
に
窮
乏
化
す
る
漁
村
の
安
価
な
労
働
力
も
加
わ
っ
て
、
い
で
、
地
方
加
工
業
者
の
手
に
渡
る
。
又
、
一
部
は
直
接
生
産
者
か
ら
地
方
加
工
業
者
の
手
へ
流
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
地
に
お
こ
こ
で
は
あ
え
除
外
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
。
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こ
う
し
て
、
地
方
の
非
食
品
加
工
々
場
を
出
た
水
産
商
品
は
、
一
部
の
油
な
ど
が
グ
リ
セ
リ
ン
、
石
ケ
ン
の
原
料
と
し
て
他
工
場
へ
て
、
缶
詰
加
工
の
と
き
の
廃
棄
物
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
水
産
商
品
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給
経
路
に
関
す
る
研
究
③
 
古
来
、
日
本
は
水
産
物
を
盛
ん
に
肥
料
と
し
て
使
用
し
て
来
た
国
で
あ
る
。
交
通
、
保
管
に
限
界
が
あ
り
、
漁
獲
の
季
節
性
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
こ
れ
は
自
然
の
方
向
で
あ
っ
た
。
交
通
や
保
管
や
加
工
の
技
術
が
か
な
り
進
み
且
つ
戦
前
最
高
の
漁
獲
高
を
記
録
し
た
昭
和
八
年
で
さ
え
、
そ
の
四
0
形
は
肥
料
を
中
心
と
す
る
非
食
用
加
工
品
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
水
産
物
は
食
用
の
配
給
経
路
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
水
産
物
は
、
安
価
で
し
か
も
大
量
に
獲
れ
る
も
の
が
よ
い
。
イ
ワ
シ
、
こ
ん
な
低
級
な
水
産
物
は
巨
大
資
本
の
獲
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
度
の
場
合
も
、
生
産
者
は
漁
家
と
中
小
漁
業
家
で
あ
る
。
こ
の
低
級
水
産
物
が
地
方
問
屋
を
経
て
、
或
は
直
接
に
、
或
は
地
方
加
工
々
場
の
廃
棄
物
と
い
う
形
で
、
非
食
品
加
工
業
者
へ
と
渡
っ
て
行
く
訳
で
あ
る
。
こ
の
非
食
品
加
工
業
者
と
い
う
の
も
す
べ
て
地
方
加
工
々
場
で
あ
る
。
加
工
過
程
が
極
わ
め
て
単
純
で
あ
り
従
っ
て
小
経
営
中
心
の
こ
れ
ら
工
場
は
、
安
価
低
級
水
産
物
の
大
量
所
在
地
に
あ
る
の
が
最
も
便
利
で
あ
り
、
叉
、
加
工
商
品
の
中
心
で
あ
る
肥
料
が
そ
の
ま
4
地
方
農
村
へ
流
れ
る
点
か
ら
も
都
合
が
よ
い
。
肥
料
ほ
都
市
へ
出
る
必
要
が
な
い
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
更
に
は
、
水
産
物
消
費
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
的
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
非
食
用
部
門
は
、
漁
獲
高
の
豊
凶
に
よ
っ
て
原
料
獲
得
量
に
大
小
を
生
じ
、
大
経
営
は
成
立
し
が
た
く
、
む
し
ろ
、
缶
詰
工
場
と
併
置
さ
れ
た
り
、
他
の
関
連
工
場
と
併
置
さ
れ
た
り
す
る
の
が
通
常
だ
か
ら
で
あ
る
。
廻
さ
れ
る
以
外
、
ほ
と
ん
ど
が
肥
料
と
し
て
、
卸
売
、
小
売
と
分
配
さ
れ
て
消
費
者
へ
流
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
肥
非
食
用
加
工
品
原
料
水
産
商
品
の
典
型
的
流
通
経
路
（
柏
尾
）
ー
シ
ン
、
ク
ジ
ラ
な
ど
を
は
じ
め
と
し
1
0
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（図C) 非食用加工品原料（水産商品）の典型的配給経路
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
漁家
中小漁業者
地方問屋
地方食品 1地方非食品
加工業者加工業者
I卸売商I小売商l消費者
（
柏
尾
）
（地方魚市場）
が
浮
び
上
っ
て
来
る
次
第
で
あ
る
。
加
工
）
＇
~
卸
売
商
—
↓
小
売
商
ー
↓
消
費
者
、
と
い
う
経
路
の
よ
う
に
、
生
産
者
ー
↓
地
方
問
展
|
↓
加
工
業
者
（
加
エ
ー
非
食
用
加
工
品
原
料
の
典
型
的
配
給
経
路
と
し
て
（
図
C
)
手
を
通
じ
て
近
傍
の
農
村
へ
分
配
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
地
方
問
屋
が
同
時
に
肥
料
の
卸
売
商
の
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
が
，
 
非
常
に
多
い
。
た
だ
、
屋
を
廻
っ
て
分
配
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
主
流
で
は
な
く
従
っ
て
。
ー
．
 
部
分
的
な
現
象
と
い
え
よ
う
。
注
(
1
)
水
産
商
品
で
二
次
加
工
品
と
い
わ
れ
る
場
合
は
、
普
通
、
缶
詰
、
塩
干
魚
、
冷
凍
魚
、
燻
製
魚
、
練
製
魚
（
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
含
む
）
、
粕
、
油
脂
な
ど
を
総
称
し
た
概
念
と
し
使
わ
れ
る
。
(
2
)
魚
市
場
に
は
、
私
営
、
公
営
、
組
合
経
営
な
ど
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
産
地
仲
買
人
の
活
動
余
地
は
少
な
い
。
つ
ま
り
、
魚
市
場
は
漁
港
と
い
う
海
上
交
通
の
要
点
に
あ
り
、
漁
業
者
は
自
己
の
船
舶
で
水
産
物
を
漁
港
の
魚
市
場
に
も
た
ら
す
の
が
常
活
者
の
必
要
品
と
し
て
加
工
水
産
食
品
と
同
じ
よ
う
に
都
市
問
一
ボ
シ
な
ど
若
干
の
商
品
は
、
都
市
生
料
は
都
市
問
題
へ
は
ほ
と
ん
ど
流
れ
ず
、
生
産
地
の
卸
売
商
の
82 
識
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
3
)
中
央
卸
売
市
場
の
研
究
に
つ
い
て
は
数
々
の
立
派
な
研
究
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
秋
元
実
「
市
場
制
度
の
研
究
」
福
田
敬
太
郎
•
本
田
実
「
生
鮮
食
料
品
配
給
統
制
」
相
沢
喜
一
郎
「
鮮
魚
配
給
機
構
の
諸
問
題
」
(
4
)
谷
口
吉
彦
氏
は
、
こ
の
場
合
生
産
者
と
地
方
問
屋
と
の
間
に
買
集
商
人
を
お
い
て
配
給
経
路
を
作
製
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
生
鮮
食
料
品
の
蒐
集
機
構
の
説
明
で
は
買
集
商
人
を
省
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
も
受
け
と
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鮮
食
水
産
商
品
に
つ
い
て
は
、
買
集
商
人
の
果
す
役
割
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
典
型
に
は
入
ら
な
い
と
考
え
る
。
谷
口
吉
彦
「
配
給
組
織
論
」
一
〇
八
頁
．
―
-
七
二
頁
谷
口
吉
彦
「
配
給
通
論
」
一
0
四
頁
・
一
三
二
頁
・
ニ
―
一
九
頁
(
5
)
「
配
給
活
動
|
|
個
別
経
済
の
意
識
的
活
動
（
売
買
活
動
）
…
•
9・
経
営
経
済
学
と
し
て
の
配
給
論
」
谷
口
吉
彦
「
配
給
通
論
」
七
頁
「
配
給
は
、
商
業
が
行
う
と
こ
ろ
の
個
別
的
業
務
で
は
な
く
、
個
々
の
物
財
の
人
的
移
転
労
働
で
も
な
く
、
む
し
ろ
生
産
物
の
社
会
的
流
通
の
総
括
的
概
括
で
あ
る
」
福
田
敬
太
郎
「
商
学
」
―
―
1
0
頁
大
蔵
省
「
貿
易
年
表
・
昭
和
十
年
」
よ
り
算
出
水
産
庁
「
漁
獲
物
累
年
統
計
表
」
よ
り
算
出
昭
和
一
0
年
、
金
額
に
し
て
国
内
水
産
加
工
商
品
の
六
割
は
塩
干
魚
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
水
産
庁
「
漁
獲
物
累
年
統
計
表
」
よ
り
算
定
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
「
加
工
水
産
物
に
関
す
る
調
査
」
八
六
頁
帝
国
水
産
会
「
魚
市
場
に
関
す
る
調
査
」
参
照
帝
国
水
産
会
「
魚
介
類
の
生
産
出
荷
配
分
に
関
す
る
実
情
調
査
」
一
四
五
頁
以
降
参
照
(
9
)
 
(10) 
(
6
)
 
(
7
)
 
(
8
)
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巨
大
資
本
漁
業
の
直
接
的
国
内
収
奪
の
強
化
ず
、
そ
の
内
容
の
変
化
に
焦
点
を
合
わ
し
て
見
よ
う
。
前
項
で
述
べ
た
水
産
商
品
の
三
つ
の
典
型
的
流
通
経
路
は
、
太
平
洋
戦
争
前
の
日
本
漁
業
の
最
盛
期
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
本
漁
業
は
、
昭
和
―
二
年
の
日
華
事
変
突
入
を
境
に
急
速
に
戦
時
体
制
下
に
包
摂
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
へ
連
な
る
に
及
ん
で
一
路
崩
壊
へ
の
途
を
歩
み
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
敗
戦
に
よ
っ
て
、
決
定
的
と
も
い
え
る
大
打
撃
を
受
け
た
。
こ
う
し
て
、
再
起
不
能
の
様
相
す
ら
呈
し
て
い
た
日
本
漁
業
は
、
現
在
再
び
表
面
的
に
は
奇
蹟
と
も
思
え
る
よ
う
な
復
興
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
長
い
占
領
時
代
を
乗
り
こ
え
て
、
漁
獲
高
も
戦
前
最
盛
期
を
こ
え
た
し
、
漁
船
能
力
も
質
量
と
も
に
一
段
と
向
上
し
た
し
、
か
っ
て
の
巨
大
資
本
漁
業
も
よ
み
が
え
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
今
の
日
本
漁
業
の
内
容
は
昔
の
そ
れ
と
は
大
き
く
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
侵
略
化
と
従
属
性
と
で
象
徴
さ
れ
た
日
本
漁
業
が
、
敗
戦
と
と
も
に
二
本
立
て
か
ら
従
属
性
一
本
に
お
き
か
え
ら
れ
、
買
弁
化
し
た
巨
大
資
本
中
心
の
復
興
政
策
が
強
行
さ
れ
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
生
々
し
い
。
旧
来
の
前
進
基
地
を
失
い
、
そ
の
上
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
マ
・
ラ
イ
ン
内
の
狭
い
海
域
に
封
じ
込
ま
れ
た
日
本
漁
業
の
復
興
は
、
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
掌
中
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
当
時
の
激
し
い
食
糧
危
機
を
打
開
す
る
た
め
、
こ
の
狭
い
制
限
海
域
内
で
急
速
に
大
資
本
漁
業
中
心
の
復
興
政
策
を
急
い
だ
の
で
あ
る
。
復
金
に
よ
る
船
舶
建
造
資
金
融
資
の
優
先
、
重
油
な
ど
必
要
物
資
の
優
先
供
給
、
補
給
金
制
の
適
用
、
漁
区
の
優
先
許
可
、
な
ど
／
＼
一
連
の
巨
大
資
本
優
先
復
興
の
手
が
次
々
と
打
た
れ
て
行
っ
た
。
こ
う
し
て
、
い
ち
早
く
恢
復
体
制
を
整
え
た
巨
大
資
本
漁
業
は
、
戦
時
中
か
ら
の
危
大
ti横
領
隠
匿
物
資
を
動
員
し
て
、
狭
い
マ
・
口
戦
後
に
お
け
る
日
本
漁
業
の
変
貌
8.1 
ラ
イ
ン
内
の
優
良
漁
場
を
沖
合
で
あ
れ
沿
岸
で
あ
れ
徹
底
的
に
操
業
し
、
莫
大
な
利
潤
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
沿
岸
及
び
沖
合
を
漁
携
の
場
と
し
て
い
た
漁
家
層
は
も
と
よ
り
、
も
決
定
的
打
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
戦
後
日
本
漁
業
の
巨
大
資
本
復
興
は
、
漁
家
や
中
小
漁
業
の
犠
牲
の
上
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
激
化
し
て
来
る
漁
家
や
中
小
漁
業
と
の
矛
盾
を
さ
け
る
た
め
に
、
数
次
に
わ
た
る
マ
・
ラ
イ
ン
の
拡
大
に
よ
っ
て
巨
大
資
本
の
遠
洋
漁
業
へ
の
道
を
開
い
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
日
本
漁
業
は
、
高
水
準
を
こ
え
る
年
間
五
百
万
ト
ン
の
線
を
突
破
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
か
っ
て
の
花
形
北
洋
漁
業
を
は
じ
め
南
方
の
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
業
、
南
氷
洋
捕
鯨
な
ど
も
華
や
か
に
操
業
さ
れ
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
戦
前
に
勝
る
盛
行
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
と
す
る
と
、
内
容
的
に
変
っ
た
と
い
う
の
は
、
よ
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
表
面
と
は
逆
に
む
し
ろ
そ
の
反
対
な
の
で
あ
る
。
部
分
的
に
は
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
に
反
撥
を
示
し
な
が
ら
も
本
質
的
に
は
そ
れ
に
従
属
し
て
復
興
し
た
日
本
の
巨
大
資
本
漁
業
は
、
表
面
的
に
は
か
っ
て
の
華
や
か
さ
以
上
の
も
の
を
示
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
楽
観
を
許
さ
な
い
幾
多
の
難
問
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
に
は
、
単
独
講
和
が
原
因
し
て
、
北
洋
や
中
国
沖
合
の
危
大
な
海
域
で
操
業
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
っ
て
は
、
巨
大
資
本
漁
業
の
主
柱
で
あ
っ
た
北
洋
漁
業
も
、
諸
制
限
の
た
め
今
で
も
単
独
で
巨
大
資
本
を
支
え
る
だ
け
の
力
は
持
っ
て
い
な
い
d
第
二
に
は
、
か
っ
て
の
巨
大
資
本
を
軸
と
し
て
着
々
再
建
さ
れ
、
昭
和
二
七
年
以
後
は
漁
獲
高
に
お
い
て
も
戦
前
最
ア
メ
リ
カ
従
属
か
ら
生
起
す
る
直
接
的
な
諸
制
限
で
あ
る
。
中
国
沖
合
で
の
操
業
は
今
も
っ
て
開
始
さ
れ
て
い
な
い
。
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
柏
尾
）
い
わ
ゆ
る
魚
の
闇
利
益
で
次
第
に
上
向
し
て
い
た
部
分
的
中
小
資
本
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
ラ
ス
カ
沖
大
陸
棚
全
域
と
太
平
洋
沿
岸
確
一
四
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保
護
政
策
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
ま
で
北
洋
を
中
心
と
し
た
遠
洋
漁
業
に
主
体
が
あ
り
、
又
、
一
五
保
を
折
り
込
ん
だ
日
米
加
漁
業
条
約
は
そ
の
典
型
的
な
具
体
化
で
あ
り
、
こ
れ
が
巨
大
資
本
の
遠
洋
漁
業
の
大
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
第
三
に
は
、
世
界
の
海
洋
を
南
下
し
た
日
本
漁
業
に
対
し
て
は
、
各
国
の
領
海
制
限
が
待
ち
受
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
世
界
漁
業
の
一
般
傾
向
は
、
形
式
的
に
は
公
海
自
由
の
原
則
に
従
い
な
が
ら
、
自
国
の
漁
業
育
成
の
た
め
に
、
近
傍
水
域
の
排
他
的
な
資
源
日
本
遠
洋
漁
業
は
危
大
な
漁
区
か
ら
閉
め
出
さ
れ
た
。
②
 
最
後
に
、
領
海
宜
言
以
上
に
漁
区
を
奪
う
度
重
な
る
水
爆
実
験
の
被
害
が
あ
る
。
そ
の
被
害
は
、
単
に
広
大
な
危
険
区
域
の
み
に
と
以
上
の
よ
う
な
難
問
に
直
面
し
た
巨
大
資
本
漁
業
は
、
そ
の
打
開
を
資
本
移
出
に
よ
る
合
弁
組
織
な
ど
で
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
漁
業
後
進
国
の
漁
業
発
展
も
あ
っ
て
充
分
な
成
果
を
見
せ
て
い
な
い
。
北
洋
に
生
成
発
展
し
た
戦
前
の
巨
大
資
本
漁
業
は
、
あ
く
日
本
の
独
断
場
で
あ
っ
た
遠
洋
漁
業
は
、
そ
れ
だ
け
で
巨
大
資
本
を
日
本
漁
業
の
頂
点
と
し
て
支
え
る
だ
け
の
力
を
保
持
し
て
い
た
。
今
や
そ
の
力
が
崩
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
巨
大
資
本
は
、
何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
具
体
化
が
、
戦
前
に
遥
か
に
勝
る
国
内
独
占
の
強
化
で
あ
る
。
中
で
も
、
こ
の
独
占
が
、
漁
業
を
め
ぐ
っ
て
極
わ
め
て
多
角
的
に
行
わ
れ
て
い
る
点
が
目
立
っ
て
い
る
。
巨
大
資
本
の
多
角
的
な
国
内
独
占
は
、
巨
大
資
本
中
心
の
復
興
政
策
に
そ
の
素
地
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、
続
々
と
開
始
さ
れ
た
遠
洋
漁
業
が
必
ら
ず
し
も
有
利
で
な
い
と
見
る
と
、
巨
大
資
本
は
既
に
掌
中
に
し
た
国
内
漁
業
の
独
占
を
可
能
な
限
り
強
化
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
た
海
域
を
大
き
く
侵
し
、
加
工
や
流
通
過
程
を
徹
底
的
に
独
占
し
て
、
そ
の
過
程
を
通
じ
て
価
値
収
奪
を
企
て
る
な
ど
し
て
、
国
内
漁
ゞ
ま
ら
ず
海
流
と
と
も
に
極
わ
め
て
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
か
っ
て
は
漁
家
や
中
小
漁
業
の
漁
場
で
あ
っ
86 
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巨
大
資
本
中
心
の
復
興
政
策
の
過
程
を
通
じ
て
、
刻
極
わ
ま
る
も
の
で
、
漁
業
危
機
的
な
様
相
す
ら
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
一
足
早
く
恢
復
体
制
を
整
え
た
巨
大
資
本
は
、
政
府
保
護
以
上
に
よ
っ
て
判
明
す
る
よ
う
に
、
戦
前
の
日
本
巨
大
資
本
漁
業
ほ
、
独
占
と
い
っ
て
も
独
自
の
遠
洋
海
域
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
漁
家
や
中
小
漁
業
の
権
益
を
直
接
侵
犯
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
戦
後
の
そ
れ
は
、
漁
獲
の
収
奪
を
は
じ
め
、
保
管
、
運
送
、
加
工
な
ど
の
全
域
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
権
益
収
奪
が
直
接
的
に
な
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
内
容
が
変
っ
た
と
い
う
所
以
で
あ
る
。
漁
家
や
中
小
漁
業
の
窮
乏
化
現
象
は
既
に
戦
前
に
お
い
て
現
わ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
ま
だ
戦
前
は
ま
し
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
沿
岸
資
源
も
減
少
は
し
て
い
た
が
多
少
の
漁
獲
は
保
障
し
て
く
れ
た
し
、
侵
略
性
の
面
を
強
度
に
発
揮
し
て
い
た
巨
大
資
本
の
直
．
接
的
侵
入
も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
半
封
建
的
な
共
同
体
的
制
約
に
縛
ら
れ
た
漁
民
は
、
上
向
の
道
を
閉
ざ
さ
け
れ
ど
も
、
そ
の
窮
乏
は
現
在
ほ
ど
ひ
ど
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
現
在
の
漁
家
や
中
小
漁
業
の
窮
乏
化
は
誠
に
深
で
資
材
不
足
を
保
障
さ
れ
つ
つ
、
沿
岸
を
沖
合
を
お
よ
そ
採
算
の
合
う
漁
業
は
こ
と
ご
と
く
掌
中
に
お
さ
め
て
し
ま
っ
た
。
老
朽
小
型
船
に
漸
く
資
材
を
入
れ
て
漁
民
や
中
小
漁
業
が
操
業
に
出
た
頃
は
、
既
に
漁
区
を
失
っ
て
い
た
り
、
又
ほ
荒
さ
れ
た
漁
場
が
残
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
加
わ
え
て
、
沿
岸
資
源
の
枯
渇
は
年
と
と
も
に
激
化
し
て
行
っ
た
。
し
か
も
、
大
き
く
侵
略
性
を
失
っ
た
巨
大
資
本
は
、
国
内
権
益
を
益
々
強
化
す
る
方
針
を
と
り
、
そ
れ
が
更
に
漁
民
を
窮
乏
化
さ
せ
て
行
っ
た
。
資
源
枯
渇
、
堪
大
な
演
習
場
に
よ
る
漁
区
の
喪
失
、
シ
ェ
ー
レ
に
よ
る
収
奪
、
旧
秩
序
の
残
っ
た
新
漁
業
法
、
ど
れ
を
見
れ
次
第
に
窮
乏
化
し
て
は
い
た
。
②
漁
家
及
び
中
小
漁
業
の
極
度
の
困
窮
業
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
系
統
下
に
包
摂
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
柏
尾
）
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た
ゞ
―
つ
脱
出
口
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
が
、
漁
業
協
同
組
合
の
民
主
化
と
そ
の
発
展
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
単
な
る
希
望
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
新
漁
業
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
漁
業
制
度
改
革
が
、
そ
の
本
質
に
お
い③
 
て
は
、
旧
秩
序
を
そ
の
ま
ま
協
同
組
合
と
い
う
新
し
い
衣
装
に
仕
立
て
直
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
今
日
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
各
漁
村
の
実
態
調
査
は
こ
れ
を
見
事
に
立
証
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
部
分
の
漁
業
協
同
組
合
は
、
新
し
い
衣
④
 
装
は
着
け
て
い
て
も
、
旧
網
元
や
旧
地
主
や
問
屋
資
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
矛
盾
は
解
決
で
き
る
訳
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
先
進
的
漁
民
の
手
に
よ
っ
て
民
主
化
さ
れ
た
協
同
組
合
も
若
干
は
あ
る
が
、
権
海
区
も
既
に
完
全
な
資
源
枯
渇
を
示
し
て
お
り
、
操
業
最
後
の
拠
点
と
し
て
、
沖
合
又
は
遠
洋
進
出
を
試
み
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
小
経
営
の
悲
劇
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
固
旧
網
元
や
旧
地
主
は
手
を
引
い
た
の
で
あ
る
。
た
ゞ
例
外
的
に
若
干
の
組
合
が
こ
の
沖
合
進
出
に
成
功
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
良
好
な
要
す
る
に
、
協
同
組
合
と
い
う
組
織
に
編
成
さ
れ
た
漁
民
で
は
あ
る
が
、
自
然
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
若
干
の
組
合
を
除
い
て
、
ん
ど
が
苦
境
に
あ
え
ぎ
、
そ
の
打
開
に
組
合
自
営
の
沖
合
遠
洋
漁
業
進
出
や
流
通
面
進
出
を
企
図
し
実
行
し
て
い
る
が
、
小
経
営
の
苦
し
さ
は
前
途
を
不
安
な
も
の
に
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
漁
業
に
お
い
て
は
、
巨
大
資
本
と
中
小
資
本
の
経
営
能
力
の
差
は
特
に
著
る
し
い
。
し
て
極
度
に
落
ち
る
の
で
あ
る
。
金
融
の
困
難
、
自
然
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
一
七
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
漁
村
の
慣
行
漁
業
い
わ
ば
死
ん
だ
海
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
窮
乏
漁
民
は
、
こ
の
協
同
組
合
を
漁
業
小
経
営
を
大
き
く
圧
迫
し
、
中
小
経
営
を
、
巨
大
資
本
へ
の
従
属
か
崩
壊
か
の
岐
路
に
立
た
し
め
て
い
る
。
て
も
漁
民
や
中
小
漁
業
窮
乏
化
の
暗
雲
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
ほ
と
つ
ま
り
、
中
小
経
営
の
生
産
力
は
大
経
営
に
比
シ
ェ
ー
レ
の
拡
大
、
課
税
の
重
圧
な
ど
は
、
漁
場
の
一
層
の
遠
洋
化
と
と
も
に
、
中
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（表 3) 消費用途別水産商品推移 （単位 実数は 1万トン）三 1954（昭29) 1956 （昭31) 1958（昭33)
分類 実数 1 彩実数 1 彩 I実数 1 彩
鮮食部分 109 I 20 I 93 I 18 I 82 I 17 
加工食品原料部分 236 I 46 I 281 I 55 I 311 I 60 
非食用加工品原料部分 168 I 34 I 134 I 27 I 133 I 23 
計 513 I 100 I 518 I 100 I 526 I 100 
水産庁「農林水産統計」及び水産物団体懇話会「資料」より作製
第
二
に
は
、
漁
獲
種
類
の
変
化
に
よ
る
規
正
が
あ
る
。
（表
4
)
は
昭
和
一
―
-0年
の
比
率
で
何
故
こ
の
よ
う
な
変
化
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
こ
の
よ
う
に
、
漁
業
と
い
う
産
業
自
体
が
全
面
的
に
巨
大
資
本
の
手
に
移
行
し
、
漁
民
や
中
小
漁
業
が
漁
業
部
門
か
ら
消
え
て
行
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
現
象
は
、
現
在
の
大
き
な
特
徴
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
又
、
そ
の
過
程
に
起
っ
て
い
る
漁
民
や
中
小
漁
業
の
極
度
の
窮
乏
化
現
象
も
、
同
じ
く
現
在
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
水
産
商
品
の
消
費
用
途
も
戦
前
と
戦
後
で
は
大
き
く
変
化
し
た
。
何
よ
り
も
目
立
つ
特
徴
ほ
加
工
食
品
原
料
部
分
の
大
巾
な
増
大
で
あ
ろ
う
。
（表
3
)
に
よ
れ
ば
、
鮮
食
部
分
は
僅
か
に
減
少
を
見
せ
、
加
工
食
品
原
料
部
分
が
こ
れ
に
替
っ
て
激
増
し
、
従
っ
て
漁
獲
物
総
量
の
半
分
以
上
は
、
何
ら
か
の
加
工
過
程
を
経
た
後
に
食
用
消
費
さ
れ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
又
、
非
食
用
加
工
品
原
料
部
分
は
、
漁
獲
総
量
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き
く
後
退
し
、
現
在
で
は
全
体
の
二
割
位
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
一
に
は
、
戦
後
の
食
糧
危
機
を
契
機
に
従
来
の
非
食
用
部
分
も
可
能
な
限
り
食
用
部
分
へ
廻
さ
れ
、
そ
の
食
用
が
常
識
化
し
た
こ
と
で
あ
り
、
肥
料
を
主
体
と
し
た
非
食
用
部
分
は
化
学
肥
料
の
進
歩
で
不
要
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
従
来
の
非
食
用
加
工
品
原
料
部
分
か
ら
大
巾
に
肥
料
分
を
差
引
く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
部
分
を
激
減
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
③
加
工
水
産
商
品
の
進
出
（
柏
尾
）
一
八
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注
(
1
)
岡
本
信
男
「
北
洋
鮭
鱒
」
参
照
る
の
は
、
主
と
し
て
ク
ジ
ラ
や
サ
ン
マ
に
よ
る
油
製
造
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
又
、
従
来
、
主
と
し
て
遠
洋
漁
業
で
漁
獲
さ
れ
加
工
過
程
を
経
て
食
用
さ
れ
た
魚
種
が
、
最
後
に
重
要
な
こ
と
は
、
国
内
で
の
独
占
強
化
に
と
も
な
う
巨
大
資
本
の
加
工
食
品
部
分
の
増
大
で
あ
る
。
か
っ
て
は
沿
岸
で
漁
民
の
手
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
水
産
物
も
、
今
で
は
沖
合
遠
洋
で
巨
大
資
本
に
よ
っ
て
能
率
的
に
漁
獲
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
保
管
、
加
工
技
術
の
進
歩
と
相
ま
っ
て
急
激
に
加
工
食
品
部
分
を
増
大
せ
し
め
て
い
る
。
都
市
人
口
の
急
膨
脹
に
よ
る
需
要
の
増
大
が
こ
れ
に
呼
応
し
た
。
こ
う
し
て
、
宜
伝
、
広
告
効
果
の
大
き
い
加
工
食
品
は
、
巨
大
資
本
の
重
要
な
利
潤
源
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
加
工
食
品
を
独
占
す
る
た
め
に
、
加
工
々
場
は
も
と
よ
り
、
或
は
運
搬
船
を
独
占
し
、
或
は
製
氷
、
冷
凍
冷
蔵
工
場
を
握
り
、
或
は
魚
市
場
を
⑥
 
経
営
す
る
な
ど
し
て
、
流
通
過
程
を
通
じ
て
更
に
漁
家
や
中
小
漁
業
の
商
品
を
も
系
統
下
に
包
摂
し
て
来
て
い
る
。
加
工
食
品
部
分
の
増
大
に
連
ら
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
（表4) 種類別漁獲高比率
1955（昭30)
種 類 | 彩
ィ ヮ シ 13% 
サ ン’ マ 10% 
イ 力 10彩
ク ジ ラ 9% 
サ ’‘ ． 5% 
ク ラ 5彩
マ グ ロ 4彩
サケ・マス 4飴
力 ツ オ 2% 
カレイ・ヒラメ 2% 
ア ジ 2% 
二 シ ン‘ 1% 
｀ク コ 1彩
そ の 他 32彩
計 1100彩 I
水産庁「農林水産統計」よ
り作製
一
九
一
般
に
増
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
食
用
品
加
工
部
分
が
ま
だ
か
な
り
の
数
字
を
示
し
て
い
こ
う
し
て
、
肥
料
が
大
き
く
後
退
し
て
も
な
お
且
つ
非
位
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
で
は
肥
料
に
す
る
原
料
が
な
い
。
く
も
占
め
て
い
た
の
が
、
現
在
で
は
僅
か
に
一
割
五
分
か
っ
て
は
、
イ
ワ
シ
と
ニ
シ
ン
で
全
漁
獲
量
の
半
分
近
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
低
級
魚
の
激
減
が
目
立
っ
て
い
る
。
あ
る
が
、
何
よ
り
も
沿
岸
で
獲
れ
た
イ
ワ
シ
、
ー
シ
ン
90 
の
数
字
か
ら
見
て
も
充
分
納
得
で
き
よ
う
。
戦
前
と
戦
後
の
日
本
漁
業
が
そ
の
内
容
に
お
い
て
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
変
貌
が
、
従
来
の
水
産
商
品
の
三
つ
の
典
型
的
配
給
経
路
を
如
何
に
変
革
し
て
行
っ
た
か
、
本
項
で
観
察
し
た
い
。
た
ゞ
、
そ
の
前
に
全
国
的
な
規
模
で
結
成
さ
れ
た
漁
業
協
同
組
合
の
問
題
を
概
観
し
て
見
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
協
同
組
合
の
結
成
が
大
き
く
配
給
経
路
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
漁
業
協
同
組
合
は
戦
前
に
も
或
る
程
度
育
成
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
昭
和
初
頭
の
恐
慌
、
そ
れ
に
続
く
不
景
気
段
階
で
、
漁
村
危
機
克
服
の
手
段
と
し
て
、
昭
和
八
年
の
漁
業
法
改
正
が
行
わ
れ
て
以
来
、
か
な
り
の
普
及
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
既
に
こ
の
と
き
に
、
自
営
漁
業
、
共
同
施
設
な
ど
の
認
可
が
お
り
て
い
た
が
、
充
分
成
果
を
見
な
い
う
ち
に
、
戦
時
体
制
の
統
制
機
関
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
た
め
実
効
が
少
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
戦
後
協
同
組
合
発
展
の
素
地
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
(
5
)
 
(
6
)
 
(
2
)
 
(
3
)
 
(
4
)
 
国
単
純
化
し
た
三
つ
の
配
合
経
路
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
近
藤
康
男
「
水
爆
実
験
と
日
本
漁
業
」
一
0
1八
九
頁
参
照
近
藤
康
男
編
「
日
本
漁
業
の
経
済
構
造
」
参
照
拙
稿
「
組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
実
態
」
（
京
大
経
済
論
設
七
ニ
ー
一
11)
拙
稿
「
半
農
半
漁
村
に
於
け
る
組
合
漁
業
の
一
分
析
」
（
関
大
経
済
論
集
ニ
ー
一
）
拙
稿
「
組
合
漁
業
の
実
態
」
（
関
大
商
学
論
集
一
ー
四
）
拙
稿
「
漁
村
に
お
け
る
組
合
漁
業
と
小
売
商
業
の
実
態
」
（
関
大
商
学
論
集
―
I
六）
拙
稿
「
一
漁
村
に
お
け
る
遠
洋
漁
業
と
製
造
工
業
の
分
析
」
（
関
大
商
学
論
集
―
―
-
|
-
―
-
）
巨
大
資
本
漁
業
の
代
表
と
も
い
え
る
大
洋
漁
業
が
如
何
に
多
く
の
関
連
産
業
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
、
次
書
に
詳
し
い
。
田
中
宏
「
大
洋
漁
業
」
（
柏
尾
）
―1
0
 
（表
5
)
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水
産
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品
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配
給
経
路
に
関
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る
研
究
さ
て
、
同
あ
わ
せ
て
九
百
余
り
、
（
柏
尾
）
本
質
は
と
も
か
く
と
し
て
、
民
主
化
の
鳴
物
入
り
で
華
々
し
く
発
足
し
た
位
組
合
と
二
百
余
の
連
合
会
と
で
発
足
し
た
。
だ
が
、
現
実
に
は
、
こ
れ
ら
れ
た
方
法
は
、
数
箇
の
組
合
の
共
同
に
よ
る
購
買
、
阪
売
、
運
搬
以
外
に
な
か
っ
た
。
一
部
の
好
調
組
と
多
自
営
漁
業
の
み
が
漁
民
に
と
っ
て
最
後
の
希
望
で
あ
る
現
在
で
も
、
数
多
い
組
合
の
中
で
自
営
漁
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
単
独
共
し
か
も
、
そ
の
半
分
以
上
は
赤
字
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
振
と
は
い
え
、
全
国
的
に
結
成
さ
れ
た
協
同
組
合
が
、
共
通
し
て
最
も
力
を
そ
そ
い
だ
の
は
、
漁
獲
物
流
通
に
関
す
る
面
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
い
っ
て
沖
合
か
ら
遠
洋
へ
主
要
漁
場
が
移
動
し
た
現
在
、
漁
獲
増
大
の
た
め
に
は
組
合
自
営
で
遠
洋
に
出
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
巨
大
資
本
の
圧
力
や
相
互
間
の
競
争
の
激
し
い
こ
の
漁
業
は
危
険
が
大
き
い
。
僅
少
な
資
金
で
は
出
漁
で
き
な
い
し
、
し
て
も
成
功
は
危
な
い
。
こ
う
い
う
組
合
で
も
、
購
買
、
販
売
は
も
と
よ
り
、
利
用
事
業
を
行
う
組
合
が
多
い
。
つ
ま
り
、
せ
め
て
少
な
い
漁
獲
物
を
流
通
面
で
だ
け
で
も
損
を
す
ま
い
と
い
う
積
り
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
結
果
的
に
は
、
協
同
組
合
が
従
来
の
蒐
集
商
の
役
割
を
替
っ
て
果
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（表 5) 憔業組合数推移
（表6)はその事業概要を示すもであるが、中目立つ製氷及び冷蔵倉庫普とに運搬
年 度 I組合数
1932 （昭 7)
゜1933 （昭 8) 1 
1934 （昭 9) 2 
1935 （昭10) 323 
1936 （昭11) 1,058 
1937 （昭12) 1,491 
1938 （昭13) 1,890 
組織設定の漁業協同組合の
実数推移を示すもので，旧
組織の組合は含んでいな
し‘o
水産庁「資料」より作製
な
ど
を
は
じ
め
、
自
営
漁
業
を
行
っ
て
遠
洋
に
進
出
し
た
。
転
落
組
に
残
さ
く
の
転
落
組
と
に
分
割
さ
れ
た
。
好
調
組
は
、
購
買
、
販
売
、
運
搬
、
加
工
え
て
資
金
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
数
多
い
組
合
は
、
の
漁
業
権
は
、
一
部
を
除
い
て
実
り
少
な
い
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
加
わ
戦
後
の
漁
業
協
同
組
合
は
、
漁
業
権
の
主
体
と
し
て
総
数
一
万
を
こ
え
る
単
92 
鮮
食
水
産
商
品
部
分
は
、
危
大
な
数
に
上
る
漁
家
層
や
中
小
漁
業
に
残
さ
れ
た
中
心
的
漁
獲
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
規
模
な
操
業
の
優
秀
性
や
独
占
的
配
給
の
及
ば
な
い
部
分
で
あ
り
、
こ
の
面
に
お
け
る
限
り
で
は
巨
大
資
本
の
進
出
の
最
も
手
薄
な
部
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
生
産
者
と
し
て
は
、
漁
家
及
び
協
同
組
合
、
中
小
漁
業
家
が
そ
の
主
柱
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
協
同
組
合
或
は
中
小
漁
業
家
の
自
己
運
搬
が
目
立
っ
て
来
た
か
ら
、
中
心
的
生
魚
商
品
蒐
集
は
、
こ
れ
ら
の
生
産
者
か
ら
都
市
問
屋
へ
直
送
さ
れ
る
も
の
に
替
っ
て
来
た
。
運
搬
船
創
設
は
、
直
ち
に
こ
れ
ら
生
産
者
の
漁
獲
物
を
海
上
経
由
都
市
問
屋
と
直
結
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
訳
で
あ
る
。
勿
論
、
漁
場
が
沿
岸
を
去
っ
て
次
第
に
沖
合
遠
洋
に
移
動
し
た
と
い
う
事
情
も
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
冷
蔵
設
備
の
組
合
経
営
も
、
こ
の
漁
獲
物
直
送
の
場
合
充
分
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
的
役
割
を
演
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
都
市
問
屋
へ
蒐
集
せ
ら
れ
た
鮮
食
商
品
部
分
が
、
分
配
さ
れ
て
行
く
経
路
は
、
戦
前
の
通
り
で
あ
る
。
(
1
)
鮮
食
水
産
商
品
の
新
ら
し
い
配
給
経
路
の
典
型
（表 6) 利用事業漁協数
1959（昭34)
利 用事業 1組合数
舟場施設 279 
共同集荷所 501 
倉 庫 445 
充 電 411 
製 氷 236 
共同加工場 163 
製品乾場 80 
網 乾 場 163 
網 染 155 
源船漁具 28 
機関修理 20 
製米製麦 10 
運 搬 般 139 
運 搬 車 331 
計
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
柏
尾
）
農林協会「協同組合に関す
る資料」より抜革。
面
で
一
般
化
し
た
の
は
実
に
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
間
商
人
排
除
の
動
き
が
漁
業
性
商
品
を
損
傷
せ
ず
且
つ
早
い
と
い
う
点
で
も
便
利
で
般
的
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
配
給
外
i
費
節
糊
の
動
向
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
腐
敗
こ
の
中
間
商
人
排
除
は
、
必
然
的
に
従
来
の
配
給
経
路
に
大
き
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
加
工
々
場
ま
で
、
漁
獲
物
を
自
己
運
搬
す
る
傾
向
が
面
の
強
化
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
都
市
問
屋
ま
で
或
ほ
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（図A') 鮮食（水産商品）の典型的新配給経路
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
卸売商 都市問屋 仲買人 小売商 消費者
（
柏
尾
）
（地方魚市場） （中央卸売市場）
進
出
を
立
証
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
水
産
加
工
商
品
味
品
で
、
全
体
の
半
分
以
上
の
生
産
額
を
示
し
、
巨
大
資
本
の
工
食
品
生
産
高
の
比
率
推
定
（
表
6
)
に
よ
れ
ば
、
缶
詰
と
調
の
資
本
に
よ
っ
て
大
規
模
に
生
産
さ
れ
て
い
る
。
年
間
水
産
加
分
の
増
加
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
技
術
の
進
歩
に
と
も
な
う
缶
③
 
詰
、
練
製
品
の
躍
進
は
目
覚
ま
し
く
、
巨
大
資
本
や
そ
の
傘
下
戦
後
の
消
費
用
途
別
分
類
で
特
に
目
立
つ
の
ほ
加
工
食
品
部
典
型
(
2
)
加
工
食
品
原
料
水
産
商
品
の
新
し
い
配
給
経
路
の
る。 が
極
わ
め
て
単
純
且
つ
直
接
的
に
な
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
路
だ
と
規
定
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
最
初
の
商
品
蒐
集
の
過
程
者
、
と
い
う
の
が
、
鮮
食
水
産
商
品
の
現
在
の
典
型
的
配
給
経
生
産
者
ー
↓
都
市
問
屋
|
↓
仲
買
人
！
小
売
商
ー
↓
消
費
と
い
う
経
路
で
分
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
目
新
し
い
。
市
問
屋
へ
送
る
こ
と
な
く
近
郊
で
卸
売
商
、
小
売
商
、
消
費
者
又
、
地
方
問
屋
へ
入
る
鮮
食
商
品
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
都
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水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
詰
加
工
を
行
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
に
は
、
特
殊
魚
類
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
缶
詰
加
工
に
進
出
し
た
の
で
あ
る
。
巨
大
資
本
の
独
占
す
る
水
産
物
の
効
果
を
よ
り
大
に
す
る
た
め
に
も
、
全
缶
詰
部
門
へ
の
進
出
は
必
要
で
あ
り
、
叉
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
の
偉
力
も
発
揮
で
き
る
し
、
漁
業
に
お
け
る
独
占
も
完
全
な
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
缶
詰
製
造
の
全
部
門
と
い
う
と
、
勿
論
、
巨
大
資
本
が
独
占
的
に
漁
獲
す
る
水
産
物
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
漁
業
の
自
然
的
条
件
に
よ
っ
て
独
占
で
き
な
い
よ
う
な
水
産
物
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
水
産
物
の
缶
詰
を
独
占
す
る
に
は
、
直
接
漁
獲
面
に
は
進
出
し
な
い
で
、
加
工
々
場
設
立
、
中
小
加
工
々
場
の
資
本
支
配
、
缶
詰
流
通
面
で
の
支
配
、
な
ど
の
よ
う
に
間
接
的
な
支
配
体
制
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
前
の
加
工
水
産
商
品
の
中
心
で
あ
っ
た
乾
製
品
は
、
種
類
も
極
わ
め
て
多
く
し
か
も
そ
の
大
部
分
が
簡
単
な
加
工
で
あ
り
、
従
っ
て
加
工
技
術
の
進
歩
の
余
地
も
少
な
く
、
大
部
分
は
い
わ
ゆ
る
地
方
加
工
々
場
の
操
業
分
野
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
、
こ
の
分
野
を
依
然
と
し
て
礁
民
（
協
同
組
合
）
や
中
小
漁
業
家
の
掌
中
に
残
し
た
以
所
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
（表 6) 加工品生産高比率推定
(1959年昭34)
商 品 別 1%  
缶詰 36% 
水煮・油漬・味付
調味品 18% 
ハム・ソーセージ
カマボコ・ツクダニ
ノシイカなど
塩蔵品 8% 
サケ・マス・イカ
乾製品 19% 
凍乾ーカンテン
素乾ースルメ・カレイ
塩乾ークラ・イワシ
煮乾ーカツオ節
焼乾ーサバ・イワヽン
クン制ーサケ・マス
冷魚品 19% 
イィーレ・スチーク
（
柏
尾
）
価格換算比率を示す。在庫品につ
いては平均市価よるものとした。
水産物団体懇話会「資料」より推
算。
も
の
で
あ
り
、
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
腐
っ
て
、
巨
大
資
本
進
出
の
焦
点
と
な
っ
た
マ
ス
、
カ
ニ
な
ど
に
限
っ
て
大
規
模
な
缶
ば
、
独
占
可
能
な
水
産
物
で
あ
る
サ
ケ
、
訳
で
あ
る
。
戦
前
ま
で
の
巨
大
資
本
な
ら
敗
性
が
大
き
く
弱
め
ら
れ
た
こ
と
と
相
ま
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
ド
の
偉
力
が
通
用
す
る
の
中
で
も
特
に
標
準
化
の
進
ん
だ
も
の
で
、
ニ
四
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（図B') 加工食品原料（水産商品）の典型的新配給経路
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
生産者 地方問屋！加工業者 1卸売商 I都市問屋 l仲買人1小売商 l消費者
（
柏
尾
）
I 
, I L - - 4丘-l
a -_i魚家（漁業協同組合）・中小漁業者
bー一巨大資本
二
五
を
経
過
し
な
い
で
加
工
業
者
へ
直
結
す
る
傾
向
が
強
く
、
む
し
さ
れ
る
の
は
戦
前
と
大
差
な
い
が
、
こ
の
場
合
も
、
地
方
問
屋
給
経
路
を
示
す
も
の
で
、
地
方
問
屋
、
地
方
加
工
業
者
と
蒐
集
a
は
、
漁
家
（
協
同
組
合
）
や
中
小
漁
業
者
の
生
産
物
の
配
つ
の
方
向
(
a
と
b
)
に
別
れ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
生
産
物
は
、
以
後
の
配
給
経
路
に
お
い
て
及
び
中
小
漁
業
家
と
巨
大
資
本
と
が
相
拮
抗
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
生
産
者
の
中
に
は
、
漁
家
（
協
同
組
合
）
質
は
も
と
よ
り
量
に
お
い
て
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
漁
獲
物
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
が
、
戦
後
は
、
巨
大
資
本
が
戦
前
は
、
量
に
お
い
て
何
と
い
っ
て
も
漁
家
や
中
小
漁
業
家
の
と
こ
ろ
で
、
先
ず
、
加
工
水
産
食
品
原
料
の
生
産
で
あ
る
が
、
れ
る
の
で
あ
る
。
（図
B
)
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い
配
給
経
路
の
典
型
が
生
こ
の
よ
う
な
加
工
水
産
商
品
の
内
容
的
変
化
を
背
景
に
、
っ
て
い
る
。
こ
の
分
野
は
既
に
水
産
加
工
商
品
の
中
核
と
し
て
の
地
位
を
失
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(3) 
経
路
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
に
、
加
工
水
産
商
品
の
配
給
は
、
中
心
的
に
は
、
と
こ
ろ
で
、
a
と
b
に
示
さ
れ
た
配
給
経
路
は
、
生
産
物
の
面
で
も
b
の
方
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
上
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
加
エ
、
流
通
の
過
程
で
a
の
か
な
り
の
商
品
部
分
が
巨
大
資
本
の
系
列
下
に
編
入
さ
れ
る
か
ら
、
生
産
者
t加
工
々
場
（
卸
売
部
門
）
t小
売
商
ー
↓
消
費
者
と
い
う
配
給
非
食
品
加
工
原
料
水
産
商
品
の
新
し
い
配
給
経
路
の
典
型
水
産
物
の
非
食
用
部
分
の
比
重
は
戦
後
頓
に
低
落
し
た
。
加
工
技
術
の
発
達
に
よ
る
食
用
化
も
一
因
だ
ろ
う
し
、
中
心
で
あ
っ
た
肥
A
も
い
え
よ
う
。
全
競
争
激
化
の
段
階
で
そ
の
打
開
策
と
し
て
現
わ
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
運
動
の
要
求
に
も
答
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
、
数
多
④
 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
対
象
と
な
り
得
る
の
は
、
巨
大
資
本
の
加
工
水
産
商
品
の
み
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
い
水
産
商
品
の
中
で
、
い
う
コ
ー
ス
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
場
合
卸
売
商
の
機
能
を
自
己
で
具
え
て
い
る
か
ら
、
表
面
的
に
は
、
巨
大
資
本
、
加
工
々
場
、
小
売
商
、
消
費
者
と
い
う
単
純
直
裁
な
配
給
経
路
が
で
き
上
る
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
巨
大
資
本
の
こ
の
よ
う
な
流
通
過
程
の
単
純
化
及
び
自
己
進
出
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
高
度
化
に
と
も
な
う
不
完
す
る
場
合
が
多
い
。
他
方
で
は
都
市
問
屋
、
仲
買
人
、
小
売
商
、
都
市
消
費
者
と
い
う
経
路
を
経
て
分
配
さ
れ
る
。
場
な
ど
）
に
移
り
、
b
の
場
合
、
配
給
経
路
は
よ
り
簡
単
で
合
理
的
で
あ
る
。
巨
大
資
本
の
生
産
物
は
、
直
ち
に
加
工
々
場
（
直
営
、
子
会
社
、
下
請
エ
し
か
も
、
そ
の
商
品
は
、
標
準
化
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
加
工
品
が
多
い
か
ら
、
中
間
商
人
を
排
除
し
て
小
売
に
直
結
だ
か
ら
、
そ
の
配
給
経
路
は
、
巨
大
資
本
、
加
工
々
場
、
卸
売
商
（
自
己
の
商
事
部
門
）
、
小
売
商
、
消
費
者
と
ろ
主
体
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
加
工
さ
れ
た
商
品
は
、
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
（
柏
尾
）
b
の
比
重
は
い
よ
／
＼
重
く
な
る
。
要
一
方
で
は
直
接
に
卸
売
商
、
小
売
商
と
渡
っ
て
近
郊
消
費
者
に
向
い
、
二
六
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（図C') 非食品加工品原料（水産商品）の典型的新配給経路
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
地方問屋
地方食品
加工業者
地方非食品
加工業者
1卸売商 小売商 消費者
（
柏
尾
）
（地方魚市場） （他工場）
二
七
と
も
な
っ
て
直
接
的
に
な
っ
た
位
が
目
新
し
い
部
分
で
、
分
配
配
給
経
路
に
関
し
て
は
、
蒐
集
過
程
が
協
同
組
合
の
発
達
に
れ
て
い
な
い
。
し
て
漁
家
（
協
同
組
合
）
や
中
小
漁
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
6
 
い
る
が
、
全
般
的
に
発
展
の
傾
向
が
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
巨
大
資
本
の
流
通
面
に
お
け
る
支
配
も
そ
れ
ほ
ど
強
力
に
行
わ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
残
余
の
利
潤
少
な
い
部
分
は
、
依
然
と
握
っ
て
お
れ
ば
充
分
な
の
で
、
後
は
捨
て
て
も
よ
い
と
い
う
の
換
言
す
れ
ば
、
非
食
品
加
工
の
分
野
で
は
、
ク
ジ
ラ
部
門
さ
え
大
資
本
が
独
占
し
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
中
心
と
は
な
り
難
い
。
し
か
し
、
利
潤
の
多
い
こ
の
部
門
を
巨
過
程
へ
送
ら
れ
る
い
わ
ば
生
産
手
段
の
生
産
物
が
多
い
の
で
、
ラ
を
原
料
と
し
た
加
工
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
ほ
更
に
次
の
加
工
現
在
、
こ
の
部
門
で
躍
進
し
て
い
る
の
ほ
巨
大
資
本
の
ク
ジ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
肥
料
の
大
巾
後
退
で
あ
る
。
料
部
分
が
化
学
肥
料
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
も
原
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
も
、
重
要
度
は
失
せ
た
。
そ
の
低
落
98 
過
程
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
水
産
商
品
の
配
給
経
路
に
関
す
る
研
究
注
(
1
)
水
産
庁
「
協
同
組
合
の
現
状
」
二
七
頁
ー
＝
二
頁
(
2
)
配
給
費
節
約
と
い
う
こ
と
は
、
巌
密
に
は
独
占
資
本
に
よ
る
商
業
利
澗
の
排
除
と
し
て
把
握
す
べ
き
も
の
で
、
独
占
資
本
か
ら
農
漁
民
、
労
働
者
へ
の
配
給
経
路
の
節
約
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
漁
業
で
も
巨
大
資
本
は
、
既
に
昭
和
四
年
の
恐
慌
以
来
こ
の
方
向
に
動
い
て
い
る
。
漁
民
の
協
同
組
合
に
よ
る
中
間
商
人
排
除
は
、
む
し
ろ
自
営
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
独
占
資
本
の
配
給
費
節
約
と
相
矛
盾
し
な
い
点
に
お
い
て
重
要
性
が
あ
る
。
(
3
)
カ
マ
ボ
コ
・
チ
ク
ワ
・
ハ
ン
ペ
ン
な
ど
も
こ
の
中
に
入
る
が
、
中
心
は
魚
肉
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
(
4
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
の
研
究
が
あ
る
。
清
水
晶
「
水
産
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
シ
グ
」
（
電
通
広
告
論
誌
渭
）
八
頁
ー
一
八
頁
(
5
)
農
林
省
「
農
林
統
計
」
（
肥
料
部
分
の
数
字
）
(
6
)
非
食
品
加
工
品
原
料
水
産
商
品
の
振
わ
な
い
の
は
各
漁
業
地
の
共
通
し
た
傾
向
の
よ
う
で
あ
る
。
中
部
、
近
畿
、
中
国
、
九
州
、
四
国
各
府
県
の
「
水
産
報
告
」
。
（
柏
尾
）
ニ
八
